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底溢富天押1リ叩刊HI只叩戊ツ届'J瞑

そ
の
結
果
、
我
が
国
に
お
い
て
、
世
界
を
巡
回
す
る

大
規
模
な
展
覧
会
の
開
催
を
断
念
し
た
り
、
借
り
受
け

る
作
品
の
数
を
減
ら
し
て
展
覧
会
の
規
模
を
縮
小
し
た

り
す
る
よ
う
な
事
態
が
生
じ
て
い
ま
す
（
平
成

17
年

「
タ
ー
ナ
ー
展
」
の
断
念
、

20
年
「
ピ
カ
ソ
展
」
の
主

要
作
品
の
削
減
な
ど
）
。

ま
た
、
同
宝
級
の
作
品
を
借
り
る
楊
合
や
他
国
の
展

覧
会
と
時
期
が
重
な
っ
た
場
合
に
、
政
府
に
よ
る
補
償

制
度
が
な
い
こ
と
が
、
交
渉
上
不
利
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
間
接
的
な
影
抑
と
し
て
、
保
散
料

の
上
昇
分
を
収
入
増
で
賄
お
う
と
、
展
覧
会
の
内
容
が

人
気
の
あ
る
作
家
や
テ
ー
マ
に
か
た
よ
っ
た
り
、
集
客

の
見
込
め
る
首
都
圏
の
み
で
開
催
さ
れ
た
り
す
る
な

ど
、
収
益
を
重
視
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
こ
の
問
題
を
解
決
す
る

1
つ
の
方
策
と

し
て
、
政
府
が
損
害
を
補
償
す
る
こ
と
に
よ
り
主
偲
者

の
保
険
料
負
担
を
軽
減
す
る
美
術
品
補
償
制
度
が
検
討

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

諸
外
国
に
お
い
て
は
、

1
9ぅ

7
0
年
代
半
ば
あ
た
り

か
ら
、
美
術
品
補
償
制
度
が
導
入
さ
れ
は
じ
め
、
現

在
、
既
に
G
8
で
は
ロ
シ
ア
を
除
く
各
国
が
、

E
U
加

盟
国
で
は
約

6
割
の
国
が
禅
入
し
て
い
ま
す
（
参
考

2
)
。
こ
れ
は
、
国
と
し
て
、
「
①
美
術
展
覧
会
の
文
化

的
・
敦
育
的
意
義
を
強
く
認
識
し
て
い
た
こ
と
」
「
②

保
険
料
等
の
開
催
経
費
の
負
担
を
極
力
減
ら
そ
う
と
い

う
意
識
が
あ
っ
た
こ
と
」
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、

1
9
7
8
（
昭
和
538)
年
の
ユ
ネ
ス
コ
総

会
に
お
い
て
、
美
術
品
補
償
制
度
の
嬉
入
を
推
進
す
る

勧
告
が
な
さ
れ
た
こ
と
も
、
各
国
に
お
け
る
制
度
導
入

の
契
機
と
な
り
ま
し
た
（
参
考
3
)
。

一
方
、
我
が
回
に
お
い
て
は
、
美
術
屁
覧
会
が
美
術
館

や
樽
物
館
だ
け
の
企
画
で
は
な
く
、
百
貨
店
や
新
聞
社
の

経
営
戦
略
の
一
環
と
し
て
開
慨
さ
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
こ

と
や
、
国
立
の
美
術
館
で
開
催
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て

も
大
手
新
聞
社
が
共
催
者
と
し
て
そ
の
経
費
の
多
く
を

負
担
し
、
公
費
負
担
が
極
め
て
少
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
諸
外
国
に
比
べ
て
こ
の
制
度
の
検
討
が
遅
れ
て
い
ま

し
た
。し

か
し
、

1
9
9
0
年
代
の
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
、
セ

／
ン
（
西
武
）
、
新
宿
三
越
、
東
武
、
小
田
急
、
伊
勢

丹
と
い
っ
た
百
貨
店
な
ど
が
展
覧
会
事
業
か
ら
次
々
に

:

'

杓

信

｀

、

ー

1

-
J
 

こー
ニ
参
考
l-]

一
園
著
名
な
芸
術
家
の
作
品
評
価
額
の
例

一
（
※
評
価
額
は
評
価
時
期
の
為
替
レ
ー
ト
に
よ
る
）

1
6
5
億
円
（
平
成
19
年）

鼻
つ
少
年
」
…
l
1
6
億
円
（
平
成
8
年）

ィ
ン
チ

加」・・・

1
4
0
億
円
（
平
成
19
年）

ャ
リ
ス
ト
」
：

080
億
円
（
平
成
19
年）

＇ガッシュ」

・
:
1
1
5
億
円
（
『

リ
」
：
・
詞
億
円
（
昭
和
62
年）

n

ゴ
ー
ギ
ャ
ン

「
斧
を
持
つ
男
」

・:47
億
円
（
平
成
18
年）

,
I
’
I
I
'
’
.
|！
9
1
¥
r

」
19 

ム
ン
ク

「
叫
び
」
：•
9
3億円
（
平
成
1
9年
）
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モ
デ
ィ
リ
ア
ー
ニ

「
門
番
の
息
子
」
：
：

36億
円
（
平
成
18
年）

撤
退
す
る
と
と
も
に
、
大
手
新
問
社
も
文
化
事
業
の
人

員
・
経
費
の
削
減
等
に
よ
り
保
険
料
等
の
経
翌
を
負
担

す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
美

術
品
補
償
制
度
が
本
格
的
に
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
認
年
に
文
化
芸
術
振
興
基
本
法

が
制
定
さ
れ
、
国
の
政
策
と
し
て
、
文
化
芸
術
を
振
興

す
る
こ
と
の
重
要
性
が
明
確
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
文

化
を
支
援
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
方
策
が
改
め
て
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ル
ノ
ワ
ー
ル

「
ム
ー
ラ
ン
，
ド
，
ラ
，
ガ
レ
ッ
ト
に
て
」

9
9
,
1
0
9
億
円
（
平
成
3
年）

セ
ザ
ン
ヌ

「
果
物
と
生
姜
壺
の
あ
る
静
物
」

:43
億
円
（
平
成
18
年）

待集 2

夕
ィ

邑

．．
 K

 
過哀ギ璽室

~

ロ＂応饂胴

：
：
＂
＂
 

[
｝
 

拿覧誓

の；
霧艮尋繕晨賃雲食の拡大

文化庁長官官房蚊策誅

このたび、展覧会のために借り受け

た美術品の損害を政府が補償する制度

（以下「美術品補償制度」という）が

創設されました。この制度によって広
5 

く全国で安定的・継続的に優れた展覧

会が開催され、国民が世界の多様な文

化に接する槌会の拡大が期待されま

す。本誌特集「美術品補償制度の創設」

では、この制度の検討の経緯や内容等

について紹介します。

本詞度の創設の緑緯

(-------

l __ _ 

美
術
品
補
償
制
度
は
、
例
え
ば
ゴ
ッ
ホ
展
や
ピ
カ
ソ
展

な
ど
の
展
覧
会
を
開
催
す
る
際
に
、
海
外
の
美
術
館
綽

か
ら
借
り
受
け
た
作
品
に
万
一
損
害
が
発
生
し
た
場

合
、
そ
の
損
害
を
政
府
が
補
償
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
よ

う
な
美
糊
品
の
損
害
に
対
す
る
補
倣
は
、
こ
れ
ま
で
展

費
会
の
主
偲
者
が
損
害
保
険
を
か
け
て
対
応
し
て
い
ま
し

た
c

し
か
し
、
現
在
、
国
際
的
テ
ロ
や
大
規
模
災
容
の

発
生
に
よ
る
保
険
料
率
の
上
辱
や
、
新
興
国
で
の
美
術
品

へ
の
関
心
の
高
ま
り
等
に
伴
う
評
価
額
の
上
昇
に
よ
り
展

示
美
術
品
の
保
険
料
が
高
騰
し
た
た
め
、
主
催
者
に
よ

る
負
担
が
困
難
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
（
参
考
1
)
。 J 

「°
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美術品補償制度の創設

こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
、
我
が
国
に
お
け
る
検
討

は
、
平
成
8

年
の
「
2
1世
紀
を
目
指
し
た
美
術
錮
•
徳

物
館
の
振
興
方
策
！
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
プ
ラ
ン
ー
」
を
受
け
、

9
年
に
文
化
庁
に
設
置
さ
れ
た
「
美
術
品
等
の
流
動
性
を

高
め
る
方
策
に
関
す
る
調
査
研
究
協
力
者
会
鼠
」
に
よ

り
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
後
、
各
種
会
議
の
報

告
、
要
望
等
に
よ
り
、
制
度
の
必
要
性
等
が
指
摘
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
制
度
の
蒻
入
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
再
び
美
術
品
の
評
価
額
が

高
騰
し
た
こ
と
や
、
国
会
で
の
審
議
等
に
よ
り
検
討
が

再
開
し
、

21
年

3
月
に
文
化
庁
内
に
一
美
術
品
等
の
黛

借
に
係
る
諸
課
題
に
関
す
る
調
査
研
究
協
力
者
会
議
」

が
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
本
会
読
に
お
い
て
は
、
美

術
品
補
償
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
有
識
者
を
交
え
た
活

発
な
議
論
が
行
わ
れ
、
同
年

7
月
に
「
美
術
品
等
の
賃

借
に
係
る
補
償
の
在
り
方
に
つ
い
て
（
審
読
経
過
報

告
）
」
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、

22
年

6
月
の
文
化
審
議
会
の
「
審
議
経
過
報

告
」
に
お
い
て
も
美
術
品
補
償
制
度
の
早
期
尊
入
を
求

め
る
提
言
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
文
化
庁
内
に
お
い
て
具
体
的
な
制

度
設
計
に
関
す
る
検
討
が
進
め
ら
れ
、

22
年

10
月
に
、

美
術
品
補
償
制
度
を
創
設
す
る
「
展
覧
会
に
お
け
る
美

術
品
損
害
の
補
償
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い

う
）
案
」
が
第
1
7
6
回
臨
時
国
会
に
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
臨
時
国
会
で
は
、
こ
の
法
案
は
継
続
審
査
と
な

り
ま
し
た
が
、
本
年
3
月
に
、
第
1
7
7
回
通
常
国
会
に

お
い
て
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
、
同
年
4
月
に
公
布
（
平

成

23年
法
律
第
17号
）
、
同
年
6
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和

53
年

11
月

ユ
ネ
ス
コ
総
会
「
可
動
文
化
財
の
保
設
の
た
め
の

勧
告
」

醒
美
術
品
補
償
制
度
に
関
す
る
提
言
等

t，

に

尺

、

ー

[
[
 

〖
参
考4
]

↑
 

平
成

23
年
1
月

文
化
審
議
会
「
文
化
芸
術
の
振
興
に
関
す
る
基
本

的
な
方
針
（
第
三
次
）
に
つ
い
て
（
答
申
）
」

※
「
在
京
5
社
小
菜
部
長
会
」
と
は
、
朝
日
新
間
、
東
京
筋
淵
、
日
本
経
済
浙
開
｀

侮
日
新
削
お
よ
び
読
売
新
間
の
文
化
堺
業
部
長
等
で
梢
成
す
る
会
で
す

C

平
成
9
年
7
月

「
美
術
品
等
の
流
動
性
を
高
め
る
方
策
に
関
す
る

調
査
研
究
協
力
者
会
議
」
の
中
間
報
告

平
成

10
年

6
月

「
美
術
品
の
美
術
館
に
お
け
る
公
開
の
促
追
に
閲

す
る
法
律
」
付
帯
決
誂

―
平
成
11
年
3
月

「
美
術
品
の
貸
借
に
係
る
補
償
等
に
関
す
る
調
査

研
究
協
力
者
会
議
」
の
審
議
経
過
概
要

平
成
氾
年
打
月

全
国
美
術
館
会
談
「
要
望
書
」

平
成

17
年
7
月

一

在

京

5
社
事
業
部
長
会
要
請

平
成
19
年
5
月

日
本
学
術
会
談
「
博
物
館
の
危
機
を
の
り
こ
え
る

こ
-‘‘j 

＇，

i

ぷ
正

口'」

平
成
22
年
6
月

文
化
審
議
会
「
審
諧
経
過
報
告
」

平
成

22
年

2
月

在
京

5
社
事
業
部
長
会
要
請

・
ア
メ
リ
カ

(
1
9
7
5
（
昭
和
50)
年
導
入
）

1
9
7
0
年
代
半
ば
の
テ
タ
ン
ト
当
時
（
冷
戦

下
の
緊
張
緩
和
時
）
、
東
西
間
で
活
発
な
文
化
交

流
が
進
み
、
国
際
的
な
展
覧
会
に
掛
か
る
保
険
料

負
担
が
大
き
く
な
り
、

1
9
7
4
（
昭
和
的
）
年

．
に
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
他
さ
れ
た

古
代
中
国
展
覧
会
お
よ
び
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術

館
で
開
他
さ
れ
た
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
と
の
交
換
展
麗

会
に
対
し
て
特
別
法
に
よ
り
美
術
品
の
損
害
に
対

す
る
政
府
の
補
償
が
与
え
ら
れ
た
。
そ
の
後
、

1-

9
7
5
（
昭
和

50)
年
に
一
般
法
に
よ
る
補
償
制

度
が
焉
入
さ
れ
た
。

。
イ
キ
リ
ス

(
1
9
8
0
(
昭
和

55)
年
瀦
入
）

一
般
公
衆
の
美
術
品
に
対
す
る
パ
プ
リ
｝
ク
ア

ク
セ
ス
ヘ
の
ニ
ー
ス
が
高
ま
り
、
国
の
政
策
と
し

て
、
そ
の
円
滑
化
を
図
り
、
優
れ
た
美
術
品
を
鑑

賞
す
る
機
会
を
拡
充
す
る
た
め
、
美
術
品
の
政
府

に
よ
る
補
償
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。
な
お
、

1
9
1

-
7
8
（
昭
和

53)
年
に
は
、
ユ
ネ
ス
コ
総
会
に
―

て
、
加
盟
国
に
お
け
る
美
術
品
補
償
制
度
の
都
入

な
ど
を
求
め
る
「
可
動
文
化
財
の
保
護
の
た
め
の

勧

告

」

が

採

択

さ

れ

て

い

る

，

＿

[
-

介
闊
区

見
{
-ン

口
参
考
3〗

朧
可
動
文
化
財
の
保
膜
の
た
め
の
勧
告

（
仮
訳
）
（
抄
）

1
9
7
8年
11
月

28
日

第
20
回
ユ
ネ
ス
コ
総
会
採
択

（
中
略
）
文
化
的
物
件
の
市
場
価
格
の
上
昇
の
た

め
、
適
当
な
政
府
保
証
制
度
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い

i

国
に
お
い
て
は
、
綜
合
保
険
の
経
費
が
多
く
の
博
物

―
.

1

,

1

 

舘
の
資
力
を
超
え
た
も
の
と
な
灯
、
こ
れ
が
国
際
展

覧
会
そ
の
他
の
諸
国
間
の
交
流
を
実
施
す
る
上
で
明

9

9

-

ら
か
な
障
害
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
異
っ

~
た
文
化
を
代
表
す
る
可
動
文
化
財
が
、
人
類
共
通
の

一
遥
産
の
一
部
を
な
す
こ
と
及
び
そ
れ
故
各
国
が
、
そ

一
の
保
設
に
つ
い
て
国
際
社
会
全
体
に
対
し
て
道
義
的

国
家

資
任
を
有
す
る
こ
と
を
考
慮
し
、
従
っ
て
、

が
、
可
動
文
化
財
の
効
果
的
保
襲
を
冊
保
す
る
と
同

時
に
こ
れ
に
係
る
危
険
担
保
の
経
費
を
軽
減
す
る
よ

一
う
な
危
険
の
防
止
及
び
薔
理
の
た
め
の
措
置
を
強
化

し
か
つ
、
広
く
実
施
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
考
慮

し
．．
 

（
中
略
）

1
9
7
8
年
且
月

28
日
に
こ
の
勧
告

―
を
採
択
す
る
。

-llI

勧
告
さ
れ
る
措
置

危
険
担
保
の
資
金
調
達
改
善
の
た
め
の
措
置

政
府
保
証

21

加
盟
国
は
、
次
の
こ
と
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

(
a
)

輸
送
及
び
一
時
的
展
示
の
間
に
可
動
文
化

21 文部科学時報 2011.7 

財
が
さ
ら
さ
れ
る
危
険
を
適
切
に
担
保
{
[

に
対
し
て
特
別
の
注
意
を
払
う
。

(
b
)
特
に
、

]
'
9
部ー
5
国
已
劉
在
じ
る
い

,
9
•
9
9
9
9
9
9
•
•
9
9
9
9
9
9
.

、

,
9

府
保
証
制
度
若
し
く
は
保
験
の
歩
合
免
幸

.

.

 

9

9

 

は
超
過
損
害
部
分
を
担
保
す
る
こ
と
を
ロ

る
国
又
は
い
ず
れ
か
の
関
係
共
同
体
に
レ

•9 

の
一
部
負
担
制
度
を
立
法
、
規
則
そ
の
仙

に
よ
り
設
立
す
る
こ
と
を
考
慮
す
る
。

(
C
)
こ
の
よ
う
な
制
度
の
枠
内
で
、
ま
た
前
記
＿

の
形
式
に
よ
凸
樽
物
餡
又
は
類
似
施
設
に
お
け
る
―

展
覧
の
目
的
の
た
め
に
貸
与
さ
れ
た
文
化
的
物
件

の
損
傷
、
劣
化
、
変
質
・
変
形
又
は
亡
失
の
場
合
―

の
貸
与
者
に
対
す
る
損
害
補
償
を
規
定
す
る
。
こ
一

礼
ら
の
制
度
を
設
け
る
規
定
は
、
こ
の
よ
う
な
補

償
金
の
支
払
に
関
す
る
条
件
及
び
手
続
を
明
確
に

す
べ
き
で
あ
る
。

22

政
府
保
証
に
関
す
る
規
定
は
、
商
業
目
的
の
た

め
の
取
引
の
対
象
で
あ
る
文
化
財
に
は
適
用
さ
れ

る
文
き
で
な
い
。

平
成
⑳
年

3
月

ー

，

1

9

]

全
同
美
術
館
会
議
「
今
径
の
美
術
館
の
活
動
の
発
―

展
の
た
め
に
」

平
成

20
年

6
月

参
。
文
教
科
学
委
員
会
浮
島
議
員
の
質
問
に
対

す
る
池
坊
文
部
科
学
副
大
臣
の
答
弁

平
成
21
年

1
月

参
・
予
算
委
員
会
荒
井
議
員
の
質
問
に
対
す
る

中
川
財
務
大
臣
及
び
塩
谷
文
部
科
学
大
臣
の
答
弁

平
成
21
年

71
月

ぶ
夫
術
品
器
の
貸
借
に
係
る
諸
課
題
に
関
す
る
調

査
研
究
協
力
者
会
議
」
の
審
談
経
過
報
告

闘
主
要
国
に
お
け
る
制
度
導
入
の
契
機

~
 

団叫
p'．‘

5-、5-
〖
参
考
2
／
出
〗

『

！ 

i 

i
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美術品補償制度の創設

本
制
度
の
対
象
と
な
る
展
覧
会
は
、
美
術
品
を
公
共

の
観
覧
に
供
す
る
た
め
の
悩
し
で
あ
っ
て
、
次
の
施
設
に
お

い
て
行
わ
れ
る
も
の
を
指
し
ま
す
（
法
第
2
条
第
2
号）。

◇
独
立
行
政
法
人
国
立
美
術
館
が
設
置
す
る
美
術
館
・
・
・

東
京
国
立
近
代
美
術
館
、
国
立
西
洋
美
術
館
、
京
都

国
立
近
代
美
術
館
、
国
立
国
際
美
術
館
及
び
国
立
新

美
術
諒

◇
独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
樅
構
が
設
置
す
る
博
物

錮
：
東
京
国
立
博
物
館
、
京
都
国
立
樽
物
館
、
奈
良

国
立
栂
物
館
及
び
九
州
国
立
博
物
館

◇
博
物
館
法
で
定
め
た
「
登
録
博
物
館
」
又
は
「
博
物

館
相
当
施
設
」

こ
れ
は
、
借
り
受
け
た
美
術
品
の
適
切
な
管
理
が
不

可
欠
で
あ
る
と
こ
ろ
、
人
的
・
物
的
面
で
の
体
制
が
整

っ
て
い
る
国
立
の
美
術
館
・
拇
物
館
の
ほ
か
、
専
門
的

な
知
識
を
有
す
る
載
員
配
置
、
一
定
規
模
の
施
設
設
備

の
整
備
、
年
間
一
定
以
上
の
開
館
日
数
な
ど
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
而
に
お
い
て
博
物
館
法
の
基
準
を
満
た
す
施

設
で
あ
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
た
め
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
施
設
に
該
当
し
な
い
施
設

で
、
政
府
補
償
の
展
覧
会
を
企
画
し
て
い
る
場
合
は
、

都
道
府
県
教
育
委
員
会
等
の
担
当
窓
口
に
相
談
し
、
政

府
と
補
償
契
約
を
締
結
す
る
ま
で
に
「
登
録
博
物
館
」

ま
た
は
「
悼
物
館
相
当
施
設
」
と
し
て
の
指
定
を
受
け

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
指
定
に
は
一
定
の
要
件
（
年
間

開
館
日
数
、
学
芸
員
の
配
置
、
資
料
の
所
有
等
）
を
満

た
す
必
要
が
あ
る
と
と
も
に
、
相
当
の
期
間
を
要
す
る

文部科学時報 2011.7 

本
制
度
は
、
我
が
国
の
公
益
的
な
展
覧
会
の
た
め
に

洵
外
等
か
ら
借
り
受
け
た
美
術
品
に
損
害
が
生
じ
た
場

合
に
、
そ
の
損
害
を
政
府
が
補
償
す
る
こ
と
に
よ
り
、

展
覧
会
の
開
催
を
支
援
し
、
国
民
が
美
術
品
を
鑑
賞
す

る
機
会
を
批
大
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
成
す
（
法

第

1
粂）。

こ
の
制
度
に
よ
り
、
（
万
一
損
害
が
生
じ
た
場
合
に

お
け
る
）
政
府
の
負
担
の
下
に
、
屁
覧
会
の
主
催
者
の

保
険
料
負
担
が
軽
減
さ
れ
、
広
く
全
国
で
安
定
的
＇
継

続
的
に
多
様
で
優
れ
た
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
海
外
の
美
術
品
等
を
紹
介
す

本制度の内容

る
こ
と
に
よ
る
国
際
文
化
交
流
の
推
進
、
審
査
を
通
じ

た
美
術
館
等
の
展
覧
会
の
企
画
。
連
営
能
力
の
向
上
等

の
効
果
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
こ
の
よ
う
な
趣
旨
・
目
的
を
踏
ま
え
、
本
制

度
の
運
用
に
あ
た
っ
て
は
、
「
展
覧
会
の
文
化
的
意

羨
•
国
民
的
利
益
」
や
「
美
術
品
の
安
全
管
理
体
制
」

が
極
め
て
璽
要
で
あ
り
、
特
に
事
故
防
止
の
た
め
の
注

意
義
務
が
主
催
者
に
は
従
来
以
上
に
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
政
府
が
展
覧
会
の
内
容
を
厳
正
に
確
認
す

る
こ
と
に
よ
り
、
「
①
海
外
等
の
美
術

品
の
所
有
者
が
安
心
し
て
出
品
で
き
る

環
境
の
醸
成
」
、
「
②
補
償
金
の
未
払
い

実
績
の
継
続
に
よ
る
保
険
料
の
軽
減
促

進
」
、
こ
れ
ら
を
通
じ
た
「
③
本
制
度

の
維
持
•
発
展
」
を
図
っ
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

本
制
度
は
、
政
府
補
償
と
美
術
品
保

険
の
給
付
を
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
補
償
契
約
に
よ
る
補
慣
の
対
象
と

な
る
美
術
品
（
以
下
「
対
象
美
術
品
」

と
い
う
）
の
損
害
の
全
額
を
補
償
す
る

仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
政
府
に
よ
る
補
償
は

一
定
額
（
通
常
損
害

50
億
円
、
地
震

等
。
テ
ロ
損
害
1
億
円
）
を
超
え
て
か

ら
発
生
し
、
上
阪
が

9
5
0
億
円
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
（
参
考
5
)
（
「
展
覧

会
に
お
け
る
美
術
品
損
害
の
補
償
に
関

す
る
法
律
施
行
令
（
以
下
は
施
行
令
」

と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
十
分
な
時
間
的
余
裕
を
持
っ

た
対
応
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
本
制
度
は
、
万
が
一
損
害
が
発
生
し
た
楊
合
に

は
、
政
府
の
負
担
の
下
に
国
が
補
償
を
行
う
こ
と
と
す

る
こ
と
に
よ
り
、
展
覧
会
の
開
他
を
支
援
す
る
も
の
で

す
。
そ
の
た
め
、
当
該
展
費
会
に
つ
い
て
は
、
国
民
各

層
に
多
様
な
美
術
品
の
鑑
賞
機
会
を
提
供
し
、
政
府
に

よ
る
補
償
制
度
に
よ
る
支
援
に
ふ
さ
わ
し
い
と
認
め
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
．

こ
れ
ら
の
施
設
で
開
催
さ
れ
る
と
い
う
条
件
に
加
え
、

評
価
額
の
合
計
額
が

50
億
円
を
超
え
る
も
の
で
あ
る
こ

と
や
営
利
を
主
た
る
目
的
と
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
と

い
っ
た
要
件
を
満
た
す
展
覧
会
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
（
「
展
覧
会
に
お
け
る
美
術
品
損
害
の
補
償
に
関
す

る
法
律
施
行
規
則
（
以
下
「
施
行
規
則
」
と
い
う
）
」

第
2
条）。

な
お
、
近
年
日
本
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
大
規
模
屁

覧
会
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
展

買
会
は
広
く
対
象
と
な
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
ま
す

（
璽
言
）
。
ま
た
、
世
界
的
な
評
価
は
高
い
が
日
本
で
の

知
名
度
が
低
く
、
収
支
が
厳
し
い
た
め
開
催
が
固
難
で

あ
っ
た
よ
う
な
展
覧
会
に
つ
い
て
も
広
く
制
度
の
対
象

と
す
る
こ
と
で
、
国
民
が
世
界
の
多
様
な
文
化
に
接
す
る

機
会
の
拡
大
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 〗

＼
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と
い
う
）
一
第
1
条
＼
第
3
条）。

し
た
が
っ
て
、
政
府
補
償
の
対
象
外
の
範
囲
に
つ
い

て
は
，
従
来
通
り
、
民
間
の
美
術
品
保
険
に
よ
っ
て
対

応
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
免
責
事
由
に
つ
い
て
も
、
基
本
的
に
民
間
の

美
術
品
保
険
と
同
様
と
な
っ
て
い
ま
す
c

し
た
が
っ

て
、
「
故
意
又
は
重
大
な
過
失
」
「
美
術
品
の
固
有
の
瑕

疵
又
は
性
質
」
「
陸
上
に
お
け
る
戦
争
危
険
」
、
「
原
子

力
危
険
」
な
ど
は
政
府
補
償
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

ーー

1

,

I

I
ー

’

|

-

参
考
6
]

園
近
年
の
大
規
模
展
覧
会
の
開
催
例

千
成
19
年
度
]

・
「
大
回
頴
展
モ
ネ
」
（
国
立
新
美
術
館
）

・
「
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
美
術
館
展
」

一
（
京
都
市
美
術
璽
す
）

・
「
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
展
一

-
（
サ
ヽ
，
ト
リ
ー
ミ
ュ
ヽ
ー
シ
ア
ム
等
）

霊
成
2
0年
〗

・
「
巨
匠
ピ
カ
ソ
愛
と
創
造
の
軌
跡
」

（
国
立
新
美
術
館
等
）

・
「
コ
ロ
ー
展
」
（
神
戸
市
立
悼
物
館
等
）

・
「
フ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
展
」
（
横
須
賀
美
術
館
等
）

平
成
2
1年
〗

•
「T
H
E

ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
」
（
国
立
新
美
術
館
等
）

-
．
「
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
展
美
の
宮
殿
の
子
ど

も
た
ち
」
（
国
立
国
際
美
術
館
等
）

・
「
ト
リ
ノ
・
エ
ジ
プ
ト
展
」
（
宮
城
県
美
術
館
等
）

寧
成
22
年
]

・
「
オ
ル
セ
ー
美
術
館
展
2
0
1
0
「
ポ
ス
ト

印

象

派

」

」

（

国

立

新

美

術

餡

）

一

・
「
没
後
1
2
0
年
ゴ
ッ
ホ
展
」

（
国
立
新
美
術
館
等
）

・
「
大
英
博
物
館
古
代
ギ
リ
シ
ャ
展
」
一声

（
神
戸
市
博
物
館
等
）
〗

＼
吋

~
;
、

・
~
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美術品補償制度の創設

本
制
度
が
迫
用
さ
れ
る
展
覧
会
は
、
そ
の
支
援
の
趣

旨
に
沿
っ
て
確
実
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
と
も
に
、
損
害
が
発
生
す
る
リ
ス
ク
定
事
前
[
云
で
き

展
覧
会
の
主
他
者
が
補
償
契
約
の
締
結
の
申
込
み
を

す
る
に
当
た
っ
て
は
、
政
府
が
補
償
契
約
の
締
結
の
適

否
を
判
断
で
き
る
よ
う
、
前
述
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
件
を

満
た
す
こ
と
を
示
す
書
類
を
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
施
行
規

則
第

6
条
）
。
具
体
的
に
は
、
展
覧
会
の
趣
旨
・
内

容
、
美
術
品
の
名
称
。
価
額
、
主
催
者
の
業
務
体
制
、

施
設
の
構
造
、
美
術
品
の
展
示
。
運
搬
計
画
等
に
関
す

る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
類
を
提
出
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
な
お
、
申
請
書
類
に
つ
い
て
は
文
化
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

補
償
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
展
覧
会
の
採
択
に

つ
い
て
は
、
提
出
さ
れ
た
申
請
書
に
基
づ
き
、
学
誠
経

験
者
等
か
ら
構
成
さ
れ
る
文
化
審
諮
会
美
術
品
補
償
制

度
部
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
財
務
大
臣
と
協
談
し
た
う

え
で
、
文
部
科
学
大
臣
が
決
定
し
ま
す
（
法
12
条
第
2

項
）
。
そ
の
審
査
は
、
具
体
的
に
は
、
法
令
上
の
要
件

に
該
当
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
つ
つ
、
①
展
罠

会
の
企
画
内
容
、
②
展
覧
会
の
運
営
能
力
、
③
対
象
美

術
品
の
適
切
性
な
ど
に
つ
い
て
行
い
ま
す
。

文
化
審
議
会
の
審
査
の
結
果
、
採
択
と
さ
れ
た
展
覧

会
に
つ
い
て
は
、
当
骸
主
催
者
の
都
合
に
応
じ
て
、
一

般
的
に
は
、
展
覧
会
の
開
催
日
か
ら

1
1
2
か
月
前
を

目
途
に
補
償
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な

お
、
主
僅
者
が
複
数
の
楊
合
は
、
政
府
は
そ
の
す
べ
て

の
主
催
者
と
連
名
で
補
償
契
約
を
締
結
し
ま
す
。

言
考
】
補
償
契
約
の
締
結
の
限
度

政
府
は
、
一
会
計
年
度
内
に
締
結
す
る
補
償
契
約
の

限
度
額
（
年
間
補
償
契
約
締
結
限
度
額
）
を
毎
年
度
予

算
総
則
に
お
い
て
定
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
（
法
第

5
粂）。

た
だ
し
、
本
制
度
は
、
あ
ら
か
じ
め
対
象
と
な
る
展

覧
会
数
を
固
定
せ
ず
に
、
要
件
を
満
た
し
、
か
つ
、
文

部
科
学
大
臣
が
適
正
と
判
断
し
た
展
覧
会
は
、
で
き
る

だ
け
そ
の
す
べ
て
と
補
償
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
考
え

25 文部科学時報 2011.7 

ーうて4魯
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本
制
度
の
対
象
と
な
る
美
術
品
は
、
展
覧
会
の
た
め

「オルセー美術館展2010「ポスト印象派」」の様子（国立新美宿館 平成22年5月26日～8月16日〉

本
制
度
の
対
象
と
な
る
展
魏
会
を
開
催
す
る
施
設

は
、
美
術
品
の
損
害
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
安
全

性
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
建

物
が
耐
火
・
耐
震
性
能
を
有
す
る
こ
と
や
適
正
な
混

度
・
湿
度
・
照
度
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
設
備
が
設
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
要
件
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
施

行
規
則
第
4
条）。

な
お
、
こ
れ
ら
の
施
設
要
件
に
合
致
し
て
い
る
か
ど

う
か
は
、
提
出
さ
れ
た
申
謂
書
の
中
で
確
認
し
ま
す

が
｀
＇
耐
震
基
準
が
強
化
さ
れ
た
昭
和

56
年
以
降
の
建
造

物
で
あ
っ
て
、
重
要
文
化
財
の
公
開
承
認
施
設
と
し
て

指
定
さ
れ
て
い
る
施
設
や
、
こ
れ
ま
で
に
複
数
の
大
規

模
展
の
実
績
を
有
す
る
施
設
な
ど
は
、
概
ね
こ
の
施
設

要
件
を
ク
リ
ア
で
き
る
レ
ベ
ル
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す。 る
だ
け
小
さ
く
す
る
た
め
、
美
術
品
の
管
理
が
適
切
に

行
わ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
本
制
度
の
対
象
と
な
る
主
催
者
は
、

「
展
覧
会
を
適
確
か
つ
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
に
必
要

な
経
理
的
基
礎
及
び
技
術
的
能
力
を
有
す
る
者
」
で
あ

る
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
法
第
3
条
第
3
項

及
び
施
行
規
則
第
3
条）。

具
体
的
に
は
、
特
に
、
学
芸
部
門
や
事
務
部
門
の
組

織
体
制
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
や
、
貸
し
誼
や
ス
ポ
ン

サ
ー
と
し
て
で
は
な
く
実
際
に
展
覧
会
を
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
し
た
具
体
的
な
実
績
が
璽
要
と
な
り
ま
す
。

に
一
時
的
に
借
り
受
け
た
「
絵
酉
、
彫
刻
、
工
芸
品
等

の
有
形
の
文
化
的
所
産
で
あ
る
美
術
品
」
（
法
第

2
条

第
1
号
）
で
す
。
ま
た
、
文
化
審
議
会
の
審
査
に
お
い

て
、
「
評
価
額
が
適
正
」
と
判
断
さ
れ
、
か
つ
「
展

示
・
運
搬
が
（
大
き
な
リ
ス
ク
な
く
）
可
能
」
と
認
め

ら
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

対
象
美
術
品
の
損
害
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
に

は
、
何
よ
り
も
そ
の
損
害
を
惹
起
す
る
事
故
を
引
き
起

こ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
人
為
的

な
努
力
で
対
応
可
能
な
事
故
防
止
策
を
で
き
る
限
り
充

実
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
対
象
美
術
品

の
展
示
、
退
搬
、
保
管
そ
の
他
関
連
す
る
取
扱
い
全
般

に
つ
い
て
、
安
全
管
理
の
た
め
の
基
準
を
定
め
る
こ
と

と
し
、
そ
の
遵
守
を
展
覧
会
の
主
催
者
に
義
務
付
け
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
（
法
第
6
条）。

具
体
的
に
は
、

◇
対
象
美
術
品
の
展
示
：
：
監
視
五
警
備
体
制
の
整
備
、

遥
正
な
温
度
等
の
保
持
、
防
火
。
防
犯
設
備
等
の
整

備
、
業
務
マ
ニ
ュ
ア
JL
の
作
成
等

◇
対
象
美
術
品
の
遥
搬
゜
：
学
芸
員
等
の
専
門
家
の
立
ち

会
い
、
美
術
品
の
状
態
確
認
、
美
術
品
専
用
車
両
の

使
用
等

か
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
（
施
行
規
則
第
7
条）

C

な
お
、
こ
れ
ら
の
内
容
は
、
通
常
の
企
匪
展
覧
会
で

実
施
さ
れ
て
い
る
基
本
的
な
事
項
を
定
め
た
も
の
で
あ

る
た
め
、
こ
の
遥
守
義
務
に
違
反
し
た
こ
と
に
よ
っ
て

損
害
が
生
じ
た
楊
合
に
は
、
そ
の
璽
大
性
に
鑑
み
、
王

悩
者
が
故
意
ま
た
は
重
大
な
過
失
を
し
た
場
合
と
同
様

に
補
償
対
象
外
（
免
責
事
由
）
と
な
り
ま
す
。

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
事
前
調
査
に
よ
り
算
定
し
た

本
制
度
の
対
象
と
な
り
得
る
展
覧
会
の
美
術
品
の
評
価

額
の
す
べ
て
を
足
し
合
わ
せ
た
額
を
基
に
、
年
間
補
償

契
約
締
結
限
度
額
を
設
定
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
平

成
23
年
度
予
算
で
は

5
5
0
0
億
円
を
計
上
し
て
い
ま

ー呵，’

な
お
、
当
然
、
本
制
度
の
要
件
等
を
満
た
す
展
覧
会

が
な
け
れ
ば
、
た
と
え
補
償
契
約
締
結
限
度
額
に
余
裕

が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
契
約
は
締
結
し
な
い
こ
と
と
な

り
ま
す
。
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以
上
を
踏
ま
え
、
本
制
度
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す

る
展
覧
会
の
主
催
者
が
実
際
に
行
う
具
休
的
な
申
睛
手

続
、
関
連
事
務
等
の
流
れ
は
以
下
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

考
7

〗

一
申
請
手
続
等
の
流
れ

＇
）
事
前
相
談
（
随
時
）

要
件
適
合
性
、
申

提
出
時
期
等
の
確
認

↑
 

ニ
）
申
請
書
の
提
出

事
務
局
に
よ
る
内
容

↑
 

(3)
文
化
審
議
会
に
お
け
る
審
査

↑
 

(4r)

審
査
結
果
の
通
知

↑
 

(
5
)
補
償
契
約
の
締
結

申
請
し
て
い
る
展
覧
会
の
開
他
日
か
ら

1
1
¥
2
か
月
前
を
目
途
に
契
約

↑
 

(
6
)
展
覧
会
の
開
催

↑
 

(
7
)
実
施
報
告
書
の
提
出

（
展
覧
会
終
了
後
3
か
月
以
内
）

開
催
結
果
の
概
要
（
事
故
の
有
無
を
含

込

-r-

む
）
、
収
支
結
呆
等
の
報
告

本
年
6
月
1
日
に
本
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
受

け、

6
月
か
ら

7
月
に
か
け
て
、
東
京
、
愛
知
、
兵

庫
、
広
島
、
福
岡
、
青
森
、
宮
城
に
お
い
て
、
計
10
回

に
わ
た
り
本
制
度
の
説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
本
制
度
の
対
象
と
な
る
展
覧
会
の
開
催
に

向
け
、
申
睛
の
受
付
及
び
審
査
の
準
傭
を
速
や
か
に
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

〖
平
成2
3年
]

', 

◇

7
月

第

1
回
申
請
（
末
日
締
め
切
り
）

対
象
と
な
る
展
覧
会

・:23
年
10
月＼、
24
年
1
月
開
催

8
月
文
化
審
談
会
に
お
け
る
審
査
、
結

果
の
通
知

9
月
1
1
2
月
補
償
契
約
の
締
結

対
象
と
な
る
展
覧
会

:24定
年
2
月
1
5月
開
催

12
月
文
化
審
議
会
に
お
け
る
審
査
、
結

果
の
通
知補

償
契
約
の
締
結

日7
 

ー月6
 

23

｛
平
成
24
年】

年

1
月
'
¥
4
月

成平

:

V

 

.

.

 

,

9

,

.

 

館

◇

3
月

第

3

衛頭
対
象
と
な
る
展
覧
会

琴

'’,24
年
6
月
＼
9
月
開
催

於

4
月
文
化
審
説
会
に
お
け
る
審
査
，
結

註

果

の

通

知

↓
↑
 

5
月
1
8
月
補
償
契
約
の
締
結

の会月日灼
l]

―-
E
 

度u
 

A
雨

ふ
只

L
注
）
こ
の
ス
ケ
シ
ュ
ー
ル
は
平
成
認
年
7
月
現
在
の
も
の
で
あ
り
、
今
後

9
4
i
 

持品

変

更

さ

れ

る

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

br 
よ
h
r,f 

美
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